
 

集合研修の実施 

１） 参加要項 

 



 



 



 



 



 



 



 

 



 

２） 事前学習教材一覧 

 

研修１日目 

 

  

研
修

１
日

目
（

A
B
共

通
）

講
義

名
担

当
教

材
と

し
て

、
下

記
の

環
境

省
サ

イ
ト

を
ご

覧
く

だ
さ

い
U
R
L

講
義

「
日

本
の

自
然

環
境

の
価

値
と

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
に

つ
い

て
」

環
境

省
１

．
エ

コ
ツ

ー
リ

ズ
ム

に
つ

い
て

（
W
e
b
)

環
境

省
H
P
『

エ
コ

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

ス
ス

メ
』

内
の

下
記

ペ
ー

ジ
を

ご
一

読
く

だ
さ

い
。

〇
「

エ
コ

ツ
ー

リ
ズ

ム
と

は
」

〇
同

上
ペ

ー
ジ

「
エ

コ
ツ

ー
リ

ズ
ム

関
連

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

」
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
２

つ
の

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

「
地

球
の

た
め

に
で

き
る

こ
と

。
エ

コ
ツ

ー
リ

ズ
ム

推
進

ガ
イ

ド
」

「
さ

あ
、

は
じ

め
よ

う
、

エ
コ

ツ
ー

リ
ズ

ム
」

読
み

物
（

環
境

省
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
）

h
tt

p
s
:/

/w
w

w
.e

n
v.

g
o
.j
p

/n
a
tu

re
/e

c
o
to

u
r

is
m

/t
ry

-e
c
o
to

u
ri

s
m

/a
b

o
u

t/
in

d
e
x.

h
tm

l

２
．

日
本

の
国

立
公

園
に

つ
い

て
（

W
e
b
)

環
境

省
H
P
『

日
本

の
国

立
公

園
』

内
の

下
記

ペ
ー

ジ
を

ご
一

読
く

だ
さ

い
。

〇
目

的
と

役
割

・
美

し
い

自
然

は
日

本
の

宝
・

日
本

の
国

立
公

園
の

特
徴

・
風

景
の

保
護

と
生

物
多

様
性

・
自

然
と

の
ふ

れ
あ

い

読
み

物
（

環
境

省
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
）

h
tt

p
:/

/w
w

w
.e

n
v.

g
o
.j
p

/p
a
rk

/a
b

o
u

t/

〇
歴

史
と

制
度

・
国

立
公

園
8
0
年

の
歴

史
・

日
本

の
国

立
公

園
制

度
・

国
立

公
園

の
定

義
・

公
園

計
画

・
公

園
計

画
の

図

読
み

物
（

環
境

省
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
）

h
tt

p
:/

/w
w

w
.e

n
v.

g
o
.j
p

/p
a
rk

/a
b

o
u

t/
h

is
t

o
ry

.h
tm

l

〇
保

護
と

利
用

・
時

代
の

変
化

と
と

も
に

・
自

然
の

保
護

と
利

用
の

管
理

読
み

物
（

環
境

省
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
）

h
tt

p
:/

/w
w

w
.e

n
v.

g
o
.j
p

/p
a
rk

/a
b

o
u

t/
p

ro
t

e
c
t/

in
d

e
x.

h
tm

l

３
．

国
立

公
園

満
喫

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
つ

い
て

読
み

物
デ

ー
タ

を
添

付
し

ま
し

た
。

内
容

担
当

テ
キ

ス
ト

教
材

動
画

教
材

U
R
L

講
義

「
地

域
挙

げ
て

の
観

光
振

興
の

き
っ

か
け

づ
く

り
（

仮
）

」
山

田
　

桂
一

郎
＊

下
記

の
書

籍
を

事
前

に
お

読
み

く
だ

さ
い

必
読

◎
「

観
光

立
国

の
正

体
」

　
新

潮
社

 
藻

谷
浩

介
・

山
田

桂
一

郎
努

力
課

題
◎

「
知

ら
れ

ざ
る

日
本

の
地

域
力

」
　

今
井

出
版

 
椎

川
忍

・
山

田
桂

一
郎

・
藻

谷
浩

介
・

・
・

。
◎

「
し

な
や

か
な

日
本

列
島

の
つ

く
り

か
た

」
　

新
潮

社
 
藻

谷
浩

介
対

話
集

〇
「

デ
フ

レ
の

正
体

」
角

川
O
N
E
テ

ー
マ

2
1
 
藻

谷
浩

介

読
み

物
（

書
籍

）

な
し

講
義

「
エ

コ
ツ

ー
リ

ズ
ム

概
論

／
エ

コ
ツ

ー
リ

ズ
ム

の
経

済
学

」
海

津
ゆ

り
え

／
真

板
昭

夫
日

本
エ

コ
ツ

ー
リ

ズ
ム

協
会

会
報

 
第

6
7
号

読
み

物
（

書
籍

）
デ

ー
タ

を
添

付
し

ま
し

た
。

講
義

「
イ

ン
タ

ー
プ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
様

々
な

ス
タ

イ
ル

（
含

む
ノ

ン
パ

ー
ソ

ナ
ル

イ
ン

タ
ー

プ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
）

／
イ

ン
タ

ー
プ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

計
画

」

西
村

仁
志

／
古

瀬
浩

史
1
日

目
A
B
共

通
・

イ
ン

タ
ー

プ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

様
々

な
ス

タ
イ

ル
（

西
村

）
動

画
教

材
h
t
t
p
s
:
/
/
y
o
u
t
u
.
b
e
/
D
4
X
8
r
7
F
2
r
d
M

自
己

研
修

教
材

一
覧



 

研修２日目・３日目・自己研修のみ 

 

 カリキュラムに含まれないが「研修全体の準備」に役立つ教材 

研
修

２
日

目
（

A
コ

ー
ス

）
講

義
名

担
当

テ
キ

ス
ト

教
材

動
画

教
材

U
R
L

講
義
「
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
様
々
な
道
具
や

手
法
の
紹
介
」

長
谷
川
幸
子
、

古
瀬
浩
史

2
日
目
A・

イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
様
々
な
道
具
や
手
法
（
古
瀬
）

動
画
教
材

ht
tp
s:
//
yo
ut
u.
be
/y
ek
HQ
Rn
Cm
Tg

講
義
「
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
・

デ
ザ
イ
ン
手
法
」

川
嶋
直

2
日
目
A・

イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
概
要
（
川
嶋
）

動
画
教
材

h
tt

p
s:

//
yo

u
tu

.b
e
/K

h
g
is

Jc
rl

1
k

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
自
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
再
デ
ザ
イ

ン
す
る
」

川
嶋
直

動
画
教
材

h
tt

p
s:

//
yo

u
tu

.b
e
/T

Z
8
9
xz

U
_
zb

M

講
義
「
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
」

古
瀬
浩
史

2
日
目
A・

イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
と
は
（
古
瀬
）

2
日
目
A・

ガ
イ
ド
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
計
画
（
古
瀬
）

動
画
教
材

h
tt

p
s:

//
yo

u
tu

.b
e
/a

W
K

4
Y

w
lx

U
G

Q

講
義
「
人
材
育
成
の
設
計
手
法
」

川
嶋
直

2
日
目
A・

人
材
育
成
の
設
計
手
法
／
地
域
で
の
パ
ー
ト
ナ
シ
ッ
プ
・
連
携
（
川

嶋
）

動
画
教
材

h
tt

p
s:

//
yo

u
tu

.b
e
/F

B
b

D
F

e
4
R

n
o
Y

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
地
域
で
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・

連
携
を
考
え
る
」

川
嶋
直
、
山
崎

宏
2
日
目
A・

人
材
育
成
の
設
計
手
法
／
地
域
で
の
パ
ー
ト
ナ
シ
ッ
プ
・
連
携
（
川

嶋
）

動
画
教
材

h
tt

p
s:

//
yo

u
tu

.b
e
/s

vy
Y

g
X

S
o
8
o
Q

研
修

３
日

目
(
A
B
共

通
)

講
義

名
担

当
テ

キ
ス

ト
教

材
動

画
教

材
U
R
L

講
義
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
」

古
屋
絢
子

3
日
目
AB
共
通
・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
（
古
屋
）

テ
キ
ス
ト
教
材

な
し

自
己

研
修

の
み

（
A
B
共

通
）

科
目

名
担

当
教

材
と

し
て

、
下

記
の

環
境

省
サ

イ
ト

を
ご

覧
く

だ
さ

い
U
R
L

「
日
本
の
自
然
環
境
の
価
値
と
意
味
」

田
中
伸
彦

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
レ
ジ
ュ
メ
を
配
付

動
画
教
材

ht
tp
s:
//
ww
w.
yo
ut
ub
e.
co
m/
wa
tc
h?
v=
wY
c2

Pz
gP
if
M&
t=
0s
&l
is
t=
PL
kk
6F
gP
xA
Eq
UV
ua
RO

RS
CH
Ph
aA
1a
oV
s2
vi
&i
nd
ex
=1
5

「
関
連
法
規
か
ら
み
た
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

三
浦
雅
生

＊
本
教
材
に
は
、
現
場
で
活
か
せ
る
と
て
も
重
要
な
内
容
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
る
た
め
集
合
研
修
時
ま
で
に
す
べ
て
を
ご
覧
に
な
れ
な
い
場
合

は
、
研
修
終
了
後
も
含
め
て
、
ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

読
み
物



 

 

  

「
伝
え
る
」
と
い
う
こ
と

川
嶋
直

関
連
教
材
A
B
共
通
・
伝
え
方
・
話
し
方
に
つ
い
て
（
川
嶋
）

動
画
教
材

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.y
o
u

tu
b

e
.c

o
m

/w
a
tc

h
?v

=
L

S
to

d
7
E

_
cC

g

「
話
し
方
」
「
伝
え
方
」
に
つ
い
て

川
嶋
直

関
連
教
材
A
B
共
通
・
伝
え
方
・
話
し
方
に
つ
い
て
（
川
嶋
）

動
画
教
材

h
tt

p
s:

//
yo

u
tu

.b
e
/8

w
-G

g
7
zh

d
H

E

話
し
方
の
様
々
な
工
夫

川
嶋
直

関
連
教
材
A
B
共
通
・
伝
え
方
・
話
し
方
に
つ
い
て
（
川
嶋
）

動
画
教
材

h
tt

p
s:

//
yo

u
tu

.b
e
/Q

T
k
4
V

xE
vr

a
o

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
定
義

辻
野
啓
一

エ
コ

ツ
ー

リ
ズ

ム
へ

の
導

入

動
画
教
材

ht
tp
s:
//
yo
ut
u.
be
/U
jU
d5
0R
kO
F4

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
も
つ
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て
の
側
面

辻
野
啓
一

エ
コ

ツ
ー

リ
ズ

ム
へ

の
導

入

動
画
教
材

ht
tp
s:
//
yo
ut
u.
be
/9
Mr
fe
eX
lF
co

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
取
り
組
み
方

辻
野
啓
一

エ
コ

ツ
ー

リ
ズ

ム
へ

の
導

入

動
画
教
材

ht
tp
s:
//
yo
ut
u.
be
/F
zt
O6
JK
Tl
wo

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

辻
野
啓
一

エ
コ

ツ
ー

リ
ズ

ム
へ

の
導

入

動
画
教
材

ht
tp
s:
//
yo
ut
u.
be
/b
Zt
cQ
4r
L6
bE

h
tt

p
s
:/

/g
o
o
.g

l/
D

7
V

Q
C

A

本
研

修
の

動
画

は
、

下
記

の
Y
o
u
T
u
b
e
再

生
リ

ス
ト

に
ま

と
め

て
掲

載
し

て
い

ま
す

。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
含

ま
れ

な
い

が
「

研
修

全
体

の
準

備
」

の
意

味
で

、
下

記
の

動
画

も
事

前
に

ご
覧

く
だ

さ
い



 

３） 集合研修カリキュラム 

 

  

研修１日目（AB共通@オオシマフォーラム）
行

番

号

開始

時刻

所要

時間
内容 この講義のねらいや意味など 担当 進行 会場

1 12:30 0:30
受付 JEEF＆JES オオシマフォーラ

ム

2 13:00 0:03
開会 JEEF オオシマフォーラ

ム大会議室

3 13:03 0:03 主催者挨拶 環境省 JEEF 　　〃

4 13:06 0:04 那須町から挨拶 那須町長 JEEF 　　〃

5 13:10 0:05

研修全体のオリエンテーション

研修のねらいの確認／3日間の流れ／会場の使い方ついて

川嶋直 　　〃

6 13:15 0:05 講師・スタッフの紹介 川嶋直 　　〃

7 13:20 0:15

アイスブレイク 会場の固い空気を和らげる時間。おそらく60名ほど（あるいは70名）となるの

で、『旗揚げアンケート』等で属性や参加動機などを俯瞰する簡単なアイスブ

レイクをする。

川嶋直

8 13:35 0:30

1-1講義「日本の自然環境の価値とブランディングについ

て」

世界に対する日本の自然の価値付けや果たせる役割、そのストーリーなどを総

論し、日本におけるガイドやインタープリターが果たす役割や、カリキュラム

全体を俯瞰して、その学ぶ意味合いを確認する。

環境省 川嶋直 　　〃

9 14:05 0:10 PKT&QA 川嶋直 　　〃

10 14:15 0:10 休憩 　

11 14:25 0:45

1-2講義「地域挙げての観光振興のきっかけづくり」 エコツーリズムを活用した観光振興の有効性。地域を挙げての観光振興への指

針。

山田　桂一郎 川嶋直 　　〃

15 15:10 0:15 PKT&QA 時間短縮のために上記2講義をまとめてPKT&QAをおこなう 　 川嶋直 　　〃

16 15:25 0:20 休憩（ポスターセッション見学会を含める） 　

17 15:45 0:45
1-3「自然保護・モニタリングについて」 自然保護とモニタリングについて。エコツーリズムが自然保護にどういう役割

を果たすか、果たすべきか。

横山　隆一 川嶋直

18 16:30 0:10 PKT&QA 上記のふりかえり等 　 川嶋直

19 16:40 0:10 休憩

20 16:50 0:30

1-4講義「インタープリテーションの様々なスタイル（含

むノンパーソナルインタープリテーション）／インター

プリテーション計画」

施設内でのオリエンテーシション／様々なプレゼンテーション手法／参加型の

工夫／展示・セルフガイド・路傍展示などの紹介をする。インタープリテー

ション計画の概要紹介もおこなう。

西村仁志／古瀬

浩史

川嶋直 　　〃

21 17:20 0:10 PKT&QA 上記のふりかえり等 　 川嶋直

14 17:30 0:45

1-5講義「エコツーリズム概論／エコツーリズムの経済

学」

導入、エコツーリズムを活用した事例、日本型エコツーリズムについて、現在

の世界の潮流。エコツーリズムによる観光振興、地域振興、マクロの視点での

経済波及効果について、世界の事例を踏まえて。

海津ゆりえ／真

板昭夫

川嶋直

22 18:15 0:10 休憩

23 18:25 0:20

今日一日のふりかえり

ふりかえり用紙への記入（質問も）→少人数で共有

今日一日の研修をふりかえり、学んだこと、分かりにくかったこと、今後やっ

てみたいことなどを言語化する（個人）→チーム内（あるいはチームを超えた

グループ内）で共有する。

24 18:45 0:05 事務連絡 川嶋直 　　〃

25 18:50 0:15 お部屋にチェックイン 　

26 19:05 2:00
夕食＆懇親会（含む参加者自己紹介：チームごとに） JEEF オオシマフォーラ

ム食堂

27 21:05 0:45
終了／スタッフミーティング（ふりかえりを読んで翌日

の修正など確認）

川嶋直

28 21:50



 

 

  

研修２日目（Aコース@那須平成の森フィールドセンター→那須高原ビジターセンター）
行

番

号

開始

時刻

所要

時間
内容 この講義のねらいや意味など 担当 進行 会場

27 8:30 0:30 那須平成の森へ移動 　 　

28 9:00 0:10

今日の流れの確認／会場の使い方の説明など 長谷川幸子 那須平成の森

フィールドセン

ター／レクチャー

ルーム

29 9:10 0:40

2A-1講義「インタープリテーションの様々な道具や手法

の紹介」

インタープリテーションの様々な道具や手法を紹介。インバウンド対応のため

の道具についても触れる。

長谷川幸子、古

瀬浩史

長谷川幸子 　　〃

30 9:50 0:40
2A-2見学＆参加者の道具の紹介 講師が用意した道具の他に、参加者にも普段自分が使っているインタープリ

テーション（ガイド）の道具を持参していただきシェアする。

長谷川幸子、古

瀬浩史

長谷川幸子 　　〃

31 10:30 0:15 休憩 　

32 10:45 0:40

2A-3講義「インタープリテーションのプログラム・デザ

イン手法」

（行番号33を含めてこの80分は、チーム内の行政担当
者だけ（10名）別プログラムにする可能性あり。

参加者を迎えて「こんにちは」から「ありがとうございました」までの間をど

のようにデザインするかを学ぶ。プログラム・デザインとは「時間設計・空間

設計・関係性設計」のこと。

川嶋直 長谷川幸子 　　〃

33 11:25 0:40 2A-4ワークショップ「自らのプログラムを再デザインす

る」

講義を受けて自らのプログラムを書き直してみる（個人作業）→グループで

シェアする。

川嶋直 長谷川幸子 　　〃

34 12:05 0:45 昼食休憩（この時間も自由見学） 　

35 12:50 0:20 那須高原ビジターセンターへ移動

36 13:10 0:05
会場の使い方の説明など 長谷川幸子 那須高原ビジター

センター

37 13:15 0:30

2A-5講義「インタープリテーション計画」 インタープリテーション計画の概要とその重要性を理解し、各地域で計画を作

る際のポイントを伝え、次の時間のワークショップに繋げる。

古瀬浩史 長谷川幸子 　　〃

38 13:45 0:30
2A-6講義「那須平成の森のIP計画の紹介と実際のIP

（パーソナル＆ノンパーソナル）の紹介」

インタープリテーション計画が実際の現場にどのように反映されているのかを

紹介する。

那須平成の森

古瀬浩史

長谷川幸子

39 14:15 0:10 休憩 　

40 14:25 1:00
2A-7ワークショップ「IP計画を書いてみる」 各チームでインタープリテーション計画のイメージを書く→チーム間で共有す

る。

古瀬浩史 長谷川幸子 　　〃

41 15:25 0:15 休憩 　

42 15:40 0:30
2A-8講義「人材育成の設計手法」 インタープリター（ガイド）が育つための様々な可能性を紹介／同時に集合研

修の設計手法も紹介する。

川嶋直 長谷川幸子 　　〃

43 16:10 0:45
2A-9ワークショップ「自分の地域の人材育成計画を考え

てみる」

各地域で具体的にどのような人材育成に向けた行動計画を描けるかをチーム毎

に考える→全体で共有→講師からコメント。

川嶋直、古瀬浩

史、山崎宏

長谷川幸子

44 16:55 0:10 休憩 　

45 17:05 0:50
2A-10ワークショップ「地域でのパートナーシップ・連携

を考える」

地域で連携できる関係者（団体）を書き出して、具体的にどのような連携の可

能性があるのか考えてみる（個人作業→チーム共有→全体共有）等。

川嶋直、山崎宏 長谷川幸子 　　〃

46 17:55 0:30

今日一日のふりかえり

ふりかえり用紙への記入（質問も）→少人数で共有

今日一日の研修をふりかえり、学んだこと、分かりにくかったこと、今後やっ

てみたいことなどを言語化する（個人）→チーム内（あるいはチームを超えた

グループ内）で共有する。

長谷川幸子 長谷川幸子 　　〃

47 18:25 0:10 事務連絡 　 JEEF 　　〃

48 18:35 0:15 オオシマフォーラムへ移動

49 18:50 0:15 休憩 　

50 19:05 1:00
夕食 オオシマフォーラ

ム食堂

51 20:05 0:45
終了／スタッフミーティング（ふりかえりを読んで翌日

の修正など確認）

川嶋直

52 20:50



 

  

研修２日目（Bコース@オオシマフォーラム）
行

番

号

開始

時刻

所要

時間

内容 この講義のねらいや意味など 担当 進行 会場

54 8:30 0:10
集合　今日の流れの確認／会場説明など 　 事務局 オオシマフォーラ

ム

55 8:40 0:20 アイスブレイク 参加者の自己紹介、課題の共有など 松田　光輝

56 9:00 0:45

2B-1講義「地域におけるエコツアーガイドの役割」 エコツアーガイドが地域で果たすべき役割、可能性

（地域の顔、モニタリングへの寄与、コーディネーター的視点）

松本　毅

57 9:45 0:05 休憩

58 9:50 0:45

2B-2講義「地域内の協力体制づくりにおける地域コー

ディネーターの役割」

行政、漁協、民間事業者などの関係者を巻き込んだ観光振興の取組み

方法論、地域内の合意形成について

江崎　貴久

59 10:35 0:10 休憩

60 10:45 1:00

2B-3ワークショップ：各地域の仕組み・体制づくりの課

題解決に向けて

上記２講義に関するふりかえりを行いながら、

各地域からの課題共有とその解決に向けたディスカッション

Bコース全講師

61 11:45 1:00 昼食休憩

62 12:45 0:45
2B-4講義「マーケティング・販売戦略について」 マーケティング・販売戦略について概論するとともに、訪日外国人観光客誘客

の視点からの戦略（情報分析、事業への戦略だて）について理解する。

府川　尚弘

63 13:30 0:05 休憩

64 13:35 0:45

2B-5講義「事業経営と関係者とのパートナーシップの構

築」

事業運営に係る収益確保の仕方、商品単価の設定、経営戦略、旅行会社とのビ

ジネスパートナーシップ、契約形態、ツアー催行に当たっての実際的な考え

方、動き方を理解する。

松田　光輝

65 14:20 0:05 休憩

66 14:25 1:00

2B-6ワークショップ：各地域の商品化・事業化の課題解

決に向けて

上記２講義に関するふりかえりを行いながら、

各地域からの課題共有とその解決に向けたディスカッション

Bコース全講師

67 15:25 0:10 休憩

68 15:35 0:45 2B-7講義「ガイド手法とプログラムづくり」 エコツアーガイドとしての解説手法、プログラムづくりの考え方を理解する。 安類　智仁

69 16:20 0:05 休憩

70 16:25 0:45 2B-8講義「リスクマネジメント」 事業運営に必要なリスクマネジメントの考え方について理解する。 松田　光輝

71 17:10 0:05 休憩

72 17:15 1:00

2B-9ワークショップ：各地域のより良いプログラムづく

りに向けて

上記２講義に関するふりかえりを行いながら、

各地域からの課題共有とその解決に向けたディスカッション

Bコース全講師

73 18:15 0:10 休憩

74 18:25 0:30 今日一日のふりかえり 各地の先進事例共有や課題と取組の抽出、意見交換 全講師

75 18:55 0:05 事務連絡 事務局

76 19:00 1:00 夕食

77 20:00 0:45
終了／スタッフミーティング（ふりかえりを読んで翌日

の修正など確認）

78 20:45



 

 

研修３日目　AB共通＠オオシマフォーラム
行

番

号

開始

時刻

所要

時間
内容 この講義のねらいや意味など 担当 進行 会場

79 8:30 0:15 本日の流れの確認／ふりかえりで出た質問に答える 全体に答えたほうが良い質問への回答はこのタイミングで行う 該当講師 川嶋直 オオシマフォーラ

ム

80 8:45 0:20

3-1講義「インバウンド対応」 現場で外国人に相対するガイドのノウハウ、ツアー催行の実際 古屋絢子 川嶋直 　　〃

81 9:05 0:45
3-2講義「海外から見た日本の自然の市場性」 訪日外国人観光客の地域や客層、動向などを踏まえ、世界の旅行市場における

「日本の自然資源」の訴求力と、特徴・優位性について指摘する。

楠部真也 川嶋直 　　〃

82 9:50 0:10 PKT&QA 川嶋直

83 10:00 0:10
休憩 　

84 10:10 0:30
3-3講義「ユニバーサル対応」 バリアフリー、ユニバーサル対応に対する、意識付け、きっかけ、気づき、さ

らに集客層拡大のポテンシャルについてお話頂く。

佐藤由香利 川嶋直 　　〃

85 10:40 0:10 PKT&QA

86 10:50 0:10 休憩 　

87 11:00 1:00
行動計画のブラッシュアップ＆個別相談会① 各チームが集合研修終了後の行動計画をブラッシュアップする。同時に講師が

個別相談テーブルを用意しチーム毎に個別相談に行く。

全講師 川嶋直

88 12:00 1:00 昼食休憩 　

89 13:00 1:10
行動計画のブラッシュアップ＆個別相談会② 各チームが集合研修終了後の行動計画をブラッシュアップする。同時に講師が

個別相談テーブルを用意しチーム毎に個別相談に行く。

全講師 川嶋直

90 14:10 0:25
研修全体のふりかえり（アンケート記入も）

ふりかえり用紙への記入（質問も）→少人数で共有

川嶋直

91 14:35 0:10 今後の事務連絡 　 JEEF 　　〃

92 14:45 0:15 閉会式 JEEF 　　〃

93 15:00 2:00
解散／スタッフミーティング（ふりかえりを読んで今後

の作業確認）

オオシマフォーラ

ムの？？

94 17:00 　



 

１）集合研修参加チームの一覧 

A コース 

地域等 参加人

数 

応募者の所属等 

 

 

① ② ③ 

白神山地（秋田県藤里町） ３ 市町村 拠点施設 商工会 

宮城県石巻市及び南三陸町 ３ 拠点施設 観光協会 キャンプ場 

山梨県北都留郡小菅村 ２ NPO NPO 

 

岐阜県大野郡白川村 ２ 拠点施設 拠点施設 

 

長野県松川町 ２ 市町村 市町村   

長野県塩尻市 ２ 旅館業・農業 市町村   

広島県安芸太田町  三段峡 ２ 観光協会 NPO   

福岡県みやこ町「こもりくの森」 ２ 市町村 地域住民   

宮崎県 えびの高原 ２ 拠点施設 宿泊施設   

鹿児島県鹿児島市・桜島地域 ３ 拠点施設 ガイド ガイド 

沖縄県座間味村 ３ 観光協会 自然保護官事務所 市町村 

      ＊山形県鶴岡市については、当日急遽欠席となった。 

B コース 

地域等 参加人数 応募者の所属等 

① ② ③ 

山形県大江町 ３ 拠点施設 指定管理者 市町村 

新潟県妙高市 ２ 市町村 ガイド 

 

山梨県南アルプス市芦安地域 ２ 市町村 市町村 

 

富山県南砺市 ２ ガイド 漫画作家 

 

立山エコツーリズム研究会 ２ 観光会社 観光会社 ガイド 

鳥取県日南町 ３ 市町村 市民 NPO 

愛媛県石鎚周辺地域 ２ 市町村 観光会社   

香川県高松市 ３ 市町村 観光会社 実行委員会 

香川県 ３ 観光協会 NPO ガイド 

阿蘇くじゅう国立公園（熊本県） ２ 県 拠点施設   

阿蘇くじゅう国立公園（大分県） ３ 大分県自然保護推

進室 

ガイド ＮＰＯ 

薩摩川内市 国定公園甑島 ３ 観光協会 遊漁船業 旅行会社 



 

２）集合研修の実施状況 

 

１日目の様子（Ａ・Ｂコース共通） 

 

 環境省担当官から研修の趣旨説明があり、環境省の

取組などが紹介されて、２泊３日の集合研修がスター

ト。 

 続いて同環境省担当官より「日本の自然環境の価値

とブランディングについて」の最初の講義の時間。 

 研修の初日は、Aコース、Bコースそれぞれの参加

者にとって基礎的な知識として重要なことについての

講義が行われた。 

 

講義の様子（山田桂一郎氏：地域挙げての観光振興のきっかけづくり） 

 

 集合研修のメイン会場は、グループワークでの使い勝手を優先して、６人を１グループとするアイラ

ンド形式とし、講師も１名ずつ各グループに入って研修生のサポートを行いながらの講義やワークショ

ップとなった。 

 会場の隅には、各参加チームが持ち寄った地域を紹介するパンフレットコーナーや、講師の著作の販

売コーナーを設置した。 

 

 

 

 

 

 

２日目の様子（Ａコース） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

午前は「那須平成の森フィールドセンター」に移動

し、屋外でのウォーミングアップの後、インタープ

リテーションの様々な手法の紹介、プログラムデザ

インについての講義・ワークショップを実施（下）。

講師や参加者が小道具を持ち寄っての情報交換会

も行われた（左上）。また、行政担当者を対象に、

各地域の課題などを共有する情報交換会も行った。

（左下） 

午後は「那須高原ビジターセンター」で、インター

プリテーション（IP）計画についての講義をもとに、

現場でインタープリテーション計画がどのように

活かされているかを、高尾山や那須平成の森の事例

を交えながら学ぶワークショップとなった。KP法

で講義を進める川嶋講師（左）、IP計画を解説する

古瀬講師（下）、地域の IP計画について考えるグル

ープワーク（左下）の様子。 



 

２日目の様子（Ｂコース） 

 

講義の様子（江崎貴久氏：地域内の協力体制づくりにおける地域コーディネートの役割） 

 

 

ワークショップの様子（松田光輝氏・安類智仁氏：各地域のより良いプログラム作りに向けて） 

 

  



 

３日目の様子 

 

３日目の前半は、今後のエコツーリズムの展開において重要な課題となっているインバウンド対応（古

屋講師・左）やユニバーサル対応（佐藤講師・右）についての講義が行われた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集合研修の締めくくりは「行動計画の作成」。川嶋講師から計画の作り方を学びながら、地域に帰って

から実践する行動計画を、研修で学んだことを活かしながら参加チームごとに作る時間となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

策定した行動計画について、講師に相談してブラッシュアップしたり、様々な課題についてアドバイス

を受ける個別相談会を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

研修１日目の夜は、参加地域からいろいろなお国自慢を持ち寄っての交流会。 

この時間は、講師と参加者、また参加者同士で、様々な情報が交換される貴重なひとときとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修の最後は、みんなで記念撮影！ 地域に帰ってからの実践が本番で、帰ってからも頑張りましょう

と互いにエールを交わしながら帰途につきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


